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x 129)タイプのマウスES細胞を樹立した。また、 Aprt(adenine phosphoribosyl transferase)を標的遺伝子とし、 Aprt遺伝子
が欠損した細胞を、 2-FA(2-Fluoroadenine)を用いて選択することで、 5タイプのLOH(交差、非交差、染色体の倍加、
染色体の全欠損、染色体の一部欠失)が生じた細胞を検出できるシステムを構築した。 2-FA耐性を示した細胞が、ど





































syndrome gene)遺伝子1;::注目し、 Blm遺伝子欠損状態でDSB(Doublestrand break)を生じさせると、ゲノムの欠失や欠
失と挿入が伴うLOHが起きることを、マウスES細胞を用いて明らかにした。また、この欠失を伴うゲノム再構成はマイ
クロホモロジーを介して結合していたことから、複製機構を利用したFoSTeS(fork stalling and template swi tching) 
又はMMBIR{microhomology-mediatedbreak-induced replication)により生じたものと考えられる。
本論文は、 Blm遺伝子欠損状態でDSBを生じさせると、マイクロホモロジーを有するゲノム再構成が引き起こされる
ことを明らかにすると同時に、このゲノム再構成が、がん細胞でみられるゲノム再構成と類似していることから、が
ん発症初期段階におけるゲノム変化の解明に大きく貢献すると考えられる。よって、博士の学位授与に値する。
